
令和６年度
　

菊川市介護保険特別会計補正予算（第４号）説明資料

静　岡　県　菊　川　市
  





歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
予算
書頁

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　　　　明

3 2 2 1 － 現年度分 － 22,891 △ 502 22,389

3 2 2 1 1
介護予防・日常
生活支援総合事
業交付金

6 22,891 △ 502 22,389 　地域支援事業費の減額による国交付金の減額

3 2 3 1 － 現年度分 － 24,369 △ 2,169 22,200

3 2 3 1 1
包括的支援事業
等交付金

6 24,369 △ 2,169 22,200 　地域支援事業費の減額による国交付金の減額

4 1 2 1 － 現年度分 － 28,286 △ 678 27,608

4 1 2 1 1
地域支援事業交
付金

6 28,286 △ 678 27,608 　地域支援事業費の減額による地域支援事業交付金の減額

5 2 1 1 － 現年度分 － 13,095 △ 314 12,781

5 2 1 1 1
介護予防・日常
生活支援総合事
業交付金

6 13,095 △ 314 12,781 　地域支援事業費の減額による県交付金の減額

5 2 2 1 － 現年度分 － 12,184 △ 1,084 11,100

5 2 2 1 1
包括的支援事業
等交付金

6 12,184 △ 1,084 11,100 　地域支援事業費の減額による県交付金の減額

7 1 2 1 － 現年度分 － 13,095 △ 314 12,781

介護保険特別会計 －1－



－2－ 介護保険特別会計

歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
予算
書頁

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　　　　明

7 1 2 1 1
介護予防・日常
生活支援総合事
業負担金

6 13,095 △ 314 12,781 　地域支援事業費の減額による市繰入金の減額

7 1 3 1 － 現年度分 － 12,184 △ 1,084 11,100

7 1 3 1 1
包括的支援事業
等負担金

7 12,184 △ 1,084 11,100 　地域支援事業費の減額による市繰入金の減額

7 1 4 1 － 現年度分 － 22,794 △ 139 22,655

7 1 4 1 1
低所得者保険料
軽減負担金

7 22,794 △ 139 22,655
　対象人数の減少に伴う国、県及び市負担見込額の修正による市繰入
金の減額

7 1 5 1 － 事務費繰入金 － 43,284 △ 295 42,989

7 1 5 1 1 事務費繰入金 7 43,284 △ 295 42,989 　総務費の見込額の修正に伴う事務費繰入金見込額の修正による減額

7 2 1 1 －
介護給付費準備
基金繰入金

－ 50,293 △ 4,900 45,393

7 2 1 1 4
介護給付費繰入
金

7 50,293 △ 4,900 45,393 　地域支援事業費等の減額による介護給付費準備基金繰入金の減額

9 3 1 1 － 第三者納付金 － 1 2,111 2,112

9 3 1 1 5 第三者納付金 7 1 2,111 2,112 　第三者行為に係る損害賠償金収入見込額の修正による増額



歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
予算
書頁

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　　　　明

9 3 2 1 － 返納金 － 1 813 814

9 3 2 1 6 返納金 7 1 813 814 　自己負担限度額が変更となったことに伴う返納金の増額

3,977,463 △ 8,555 3,968,908歳入合計

介護保険特別会計 －3－



介護保険特別会計 －4－

歳出 （単位：千円）

1 1 1 1 一般管理費（介護特会） 8 4,458 63 4,521
　静岡県国民健康保険団体連合会に支払う第三者行為求償管
理処理手数料見込額が増額になったことによる増額

・

1 2 1 1 賦課徴収費（介護特会） 8 3,291 14 3,305 　コンビニ収納利用見込みの増加に伴う手数料の増額 ・

1 3 1 1 介護認定審査会費 8 32,805 △ 372 32,433
　郵送料値上げによる通信運搬費の増額及び主治医意見書の
作成手数料の減額

・

2 1 1 1 居宅介護サービス費 8 1,697,956 0 1,697,956  事業予算の配分変更 ・

3 1 1 1 予防サービス事業費 9 72,806 477 73,283
　訪問型サービス費、通所型サービス費の実績に伴う見込額
の増額

・

3 1 2 1
介護予防ケアマネジメン
ト事業費

9 6,840 419 7,259 　介護予防ケアマネジメント費の実績に伴う見込額の増額 ・

3 2 1 1 介護予防普及啓発事業費 9 27,116 △ 3,316 23,800 　別紙 6

3 2 1 2
地域介護予防活動支援事
業費

9 1,298 △ 41 1,257
　介護予防ボランティア養成及び育成に関する講座開催の実
績に伴う見込額の減額

・

3 3 1 1 包括的支援事業費 9 31,575 △ 5,114 26,461 　別紙 7

3 3 2 2 家族介護支援事業費 9 182 △ 13 169
　認知症高齢者捜索支援事業における配布用二次元バーコー
ドシールの単価変更に伴う減額及び通知郵送料の減額

・

3 3 2 4
地域自立生活等支援事業
費

10 3,939 △ 38 3,901
　職員が講師として対応したこと及び他課と連携した通知送
付方法の見直しに伴う減額

・

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　明
別紙説
明書頁

款 項 目 事業 事業名称
予算
書頁



歳出 （単位：千円）

補正前
予算額
(a)

今　回
補正額
(b)

補正後
予算額
(a+b)

説　　　　　明
別紙説
明書頁

款 項 目 事業 事業名称
予算
書頁

3 3 2 5
在宅医療・介護連携推進
事業費

10 4,316 △ 264 4,052 　別紙 8

3 3 2 6 生活支援体制整備事業費 10 9,744 △ 20 9,724 　別紙 9

3 3 2 7 認知症総合支援事業費 10 869 △ 164 705 　別紙 10

3 3 2 8 地域ケア会議推進費 10 63 △ 21 42 　報償該当の委員の参加がなかったことに伴う減額 ・

3 4 1 1 審査支払費 10 240 △ 51 189 　審査支払手数料の実績に伴う見込額の減額 ・

4 1 1 1 介護用品支給事業費 11 726 △ 114 612 　別紙 11

3,977,463 △ 8,555 3,968,908歳 出 合 計

介護保険特別会計 －5－



令和６年度

菊川市介護保険特別会計補正予算（第４号）

説明資料

別紙　主要事業説明書

静岡県　菊川市





補正予算説明資料 令和６年度・介護保険特別会計（補正第４号）

3 款 2 項 1 目

2 高齢者が元気にいきいきと暮らせるまちづくり総合計画 基本目標 健康で元気に暮らせるまち 政策 2-2

目

的

 　65歳以上の高齢者が介護が必要な状態にならないよう、早期に介護予防に取り組んでいただ
くために行う普及啓発事業及び介護予防事業等の対象者を把握するための事業を実施する。

補
正
理
由
・
補
正
概
要
等

【補正理由】
〇いきいきサロン委託事業の委託業務内容の見直しに伴う減額

【補正概要等】
〇介護予防事業委託料の減額　△3,316千円

主
な
補
正
財
源

国庫支出金 介護予防・日常生活支援総合事業交付金 △ 662 千円

県支出金 介護予防・日常生活支援総合事業交付金 △ 414 千円

支払基金交付金 地域支援事業交付金 △ 895 千円

 

6,747

今回補正額 △ 662 △ 414 0 △ 895 △ 1,345

補正後 5,309 2,492 0 9,252

8,092

財源内訳 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

補正前 5,971 2,906 0 10,147

補正要求額 補正前予算額 補正後予算額／増減率（対補正前予算額比）

△ 3,316 千円 27,116 千円 23,800 千円　／△12.2%

科目 地域支援事業費 一般介護予防事業費 一般介護予防事業費

事業 0001 介護予防普及啓発事業費

長寿介護課 新規事業

予算書
ページ

9 所管 部局
健康福祉部 重点事業

－6－



補正予算説明資料 令和６年度・介護保険特別会計（補正第４号）

3 款 3 項 1 目

2

 

目

的

 　高齢者等が住み慣れた地域で安心して過ごすことができるように、包括的及び継続的な支援
を行う地域包括ケアを推進するため地域包括支援センターを設置し、地域の高齢者や家族等か
らの介護・福祉等に関する様々な相談を受け付ける。また、医療及び福祉関係者との連絡、調
整等を行う。

補
正
理
由
・
補
正
概
要
等

senn 基本目標 健康で元気に暮らせるまち 政策 2-2 高齢者が元気にいきいきと暮らせるまちづくり

主
な
補
正
財
源

国庫支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 1,969 千円

県支出金 △ 985 千円

 

10,143

今回補正額 △ 1,969 △ 985 0 0 △ 2,160

補正後 11,225 5,093 0 0

包括的支援事業費等交付金

12,303

財源内訳 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

補正前 13,194 6,078 0 0

包括的支援事業費

補正要求額 補正前予算額 補正後予算額／増減率（対補正前予算額比）

△ 5,114 千円 31,575 千円 26,461 千円　／△16.2%

○

長寿介護課 新規事業

【補正理由】
○あかっち窓口の電話回線変更作業完了による減額
○研修会参加実績の減少に伴う負担金の減額
○出向職員の減少に伴う負担金の減額

【補正概要等】
○通信運搬費の減額　△26千円
○研修会負担金の減額　△24千円
○出向職員負担金の減額　△5,064千円

予算書
ページ

9 所管 部局
健康福祉部 重点事業

科目 地域支援事業費 包括的支援事業・任意事業費 包括的支援事業費

事業 0001

－7－



補正予算説明資料 令和６年度・介護保険特別会計（補正第４号）

3 款 3 項 2 目

2 高齢者が元気にいきいきと暮らせるまちづくりa 基本目標 健康で元気に暮らせるまち 政策 2-2

目

的

 　医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、自分らしい人生を住み慣れた地域で最期ま
で暮らし続けることができるよう、関係機関が連携し、多職種が協働する体制を実現するため、介
護保険法に基づき、在宅医療・介護連携推進事業を行う。

補
正
理
由
・
補
正
概
要
等

【補正理由】
○研修会の講師料単価の変更に伴う減額
○人生会議ノートの残部数により増刷を取り止めたことに伴う減額
○研修会会場をアエルから中央公民館に変更したことによる減額

【補正概要等】
○講師謝礼の減額　△40千円
○印刷製本費の減額　△186千円
○会場使用料の減額　△38千円

主
な
補
正
財
源

国庫支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 102 千円

県支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 51 千円

 

 

1,570

今回補正額 △ 102 △ 51 0 0 △ 111

補正後 1,702 780 0 0

1,681

財源内訳 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

補正前 1,804 831 0 0

補正要求額 補正前予算額 補正後予算額／増減率（対補正前予算額比）

△ 264 千円 4,316 千円 4,052 千円　／ △6.1%

科目 地域支援事業費 包括的支援事業・任意事業費 任意事業費

事業 0005 在宅医療・介護連携推進事業費

長寿介護課 新規事業

予算書
ページ

10 所管 部局
健康福祉部 重点事業

－8－



補正予算説明資料 令和６年度・介護保険特別会計（補正第４号）

3 款 3 項 2 目

2 高齢者が元気にいきいきと暮らせるまちづくり総合計画 基本目標 健康で元気に暮らせるまち 政策 2-2

目

的

 　介護保険法に基づき、地域包括ケアシステムの一環として高齢者が住み慣れた地域で自分ら
しく人生の最期まで暮らし続けることができる社会を目指し、生活支援コーディネーターの配置と
協議体の設置をする。「移動支援」・「買い物支援」・「地域サロン・居場所づくり」の３つの課題に
重点を置き、地域でできることを地域住民と形成するとともに、政策的に行うべきことの検討をす
る。

補
正
理
由
・
補
正
概
要
等

【補正理由】
〇会議・研修等オンライン開催に伴う減額

【補正概要等】
〇普通旅費の減額　△20千円

主
な
補
正
財
源

国庫支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 7 千円

県支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 3 千円

 

 

3,787

今回補正額 △ 7 △ 3 0 0 △ 10

補正後 4,064 1,873 0 0

3,797

財源内訳 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

補正前 4,071 1,876 0 0

補正要求額 補正前予算額 補正後予算額／増減率（対補正前予算額比）

△ 20 千円 9,744 千円 9,724 千円　／ △0.2%

科目 地域支援事業費 包括的支援事業・任意事業費 任意事業費

事業 0006 生活支援体制整備事業費

長寿介護課 新規事業

予算書
ページ

10 所管 部局
健康福祉部 重点事業

－9－



補正予算説明資料 令和６年度・介護保険特別会計（補正第４号）

3 款 3 項 2 目

2 高齢者が元気にいきいきと暮らせるまちづくり総合計画 基本目標 健康で元気に暮らせるまち 政策 2-2

目

的

 　認知症になっても、住み慣れた地域で自分らしく人生の最期まで暮らし続けることができる社
会を目指すため、介護保険法に基づき、市民の認知症に対する理解を深め、介護者等の認知
症対応力の向上を目的に、認知症地域支援推進員を配置する。また、認知症や認知症が疑わ
れる人で医療や介護につながっていないケース等を対象に、多職種による初期支援を包括的か
つ集中的に対応するため、認知症初期集中支援チームを設置する。

補
正
理
由
・
補
正
概
要
等

【補正理由】
〇職員が講師として対応したことに伴う減額
〇認知症初期集中支援チームに係る対象事例の減少等に伴う減額
〇研修会等オンライン開催に伴う減額

【補正概要等】
〇講師謝礼の減額　△51千円
〇認知症初期集中支援チーム報償費の減額　△93千円
〇普通旅費の減額　△20千円

主
な
補
正
財
源

国庫支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 64 千円

県支出金 包括的支援事業費等交付金 △ 32 千円

 

 

270

今回補正額 △ 64 △ 32 0 0 △ 68

補正後 300 135 0 0

338

財源内訳 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

補正前 364 167 0 0

補正要求額 補正前予算額 補正後予算額／増減率（対補正前予算額比）

△ 164 千円 869 千円 705 千円　／△18.9%

科目 地域支援事業費 包括的支援事業・任意事業費 任意事業費

事業 0007 認知症総合支援事業費

長寿介護課 新規事業

予算書
ページ

10 所管 部局
健康福祉部 重点事業

－10－



補正予算説明資料 令和６年度・介護保険特別会計（補正第４号）

4 款 1 項 1 目

2

長寿介護課 新規事業

予算書
ページ

11 所管 部局
健康福祉部 重点事業

科目 保健福祉事業費 保健福祉事業費 介護用品支給事業費

事業 0001 介護用品支給事業費

補正要求額 補正前予算額 補正後予算額／増減率（対補正前予算額比）

△ 114 千円 726 千円 612 千円　／△15.7%

702

財源内訳 国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

補正前 24 0 0 0

588

今回補正額 0 0 0 0 △ 114

補正後 24 0 0 0

 

 

目

的

 　在宅で介護を受けている高齢者で紙おむつを必要とするものに対し、紙おむつを支給するこ
とにより、在宅介護の援助及び介護に当たる家族の経済的負担の軽減を図ることを目的とする。
 　第９期介護保険事業計画から、地域支援事業交付金の対象外となる予定だったが、例外的な
激変緩和措置として対象事業として継続することとなった。しかし、国は地域支援事業を財源と
する介護用品支給事業は廃止・縮小するよう求めているため、国の方針に沿って地域支援事業
から保健福祉事業に移行し、事業を継続する。

補
正
理
由
・
補
正
概
要
等

【補正理由】
〇支給対象者の実績による見込額の修正による減額

【補正概要等】
〇在宅介護高齢者紙おむつ支給事業の減額　△114千円

主
な
補
正
財
源
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